
- 
 

 

 

  



- 2 - 

【はじめに】 

 

 

 

ご あ い さ つ   
 
 
 

日本における在留外国人の増加や多国籍化、国際化の進展により、多様性・包摂性のある
社会に向けた環境整備をはじめ、多様な国籍や民族の人々が、互いに文化的差異を認め合い、
対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていく「多文化共生のま
ちづくり」が重要になってきております。 

本市では、平成 29 年 3 月に「いちき串木野市第２次総合計画」を策定し、基本構想の教
育文化において、「国際化に対応した人材・団体の育成や外国人住民にも暮らしやすいまち
の実現等」を定めておりますが、今後益々、外国人住民の増加が見込まれることから、多文
化共生社会の推進を図るために「いちき串木野市多文化共生推進プラン」を策定いたしまし
た。 

プラン策定にあたっては、本市における多文化共生の意識の把握と醸成のため、市役所職
員、外国人を雇用する市内事業所、外国人住民、地域住民を対象に多文化共生に関するアン
ケート調査を実施しました。 

また、プランの内容につきましては、アンケート結果を踏まえた上で、関係機関や団体、
外国人住民により構成された「いちき串木野市多文化共生推進懇話会」において、様々な個
別施策に至るまで、広く深く御検討いただきました。 

こうして策定されたプランを、市民の皆様方や多種多様な主体と連携・協働を図りながら
実現していくことで、外国人住民に選ばれるまちを目指した多文化共生のまちづくりを推進
してまいります。 

結びに、本プランの策定にあたり、アンケート調査にご協力をいただきました市民並びに
市内事業所の皆様をはじめ、熱心に御検討いただきましたいちき串木野市多文化共生推進懇
話会委員の皆様、関係各位に対しまして、心から感謝申し上げます。 

 

令和 4 年 3 月 

いちき串木野市長 中 屋 謙 治 
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Ⅰ.プラン策
さ く

定
て い

の基
き

本
ほ ん

的
て き

な考
かんが

え方
か た

 

１ 背 景
は い け い

と 趣 旨
し ゅ し

 

私
わたし

たちの国
くに

では、社 会
しゃかい

・経 済
けいざい

のグローバル化
か

が進 展
しんてん

する一 方
いっぽう

、少 子
しょうし

高齢化
こうれいか

による人 口
じんこう

減 少
げんしょう

など社 会
しゃかい

環 境
かんきょう

が大
おお

きく変 動
へんどう

しています。 

 

このような中
なか

、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

において外
がい

国
こく

人
じん

住 民
じゅうみん

施
し

策
さく

が全
ぜん

国
こく

的
てき

な課
か

題
だい

となりつつあることから、国
くに

は、国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

などの異
こと

なる人
ひと

々
びと

が、互
たが

いの文
ぶん

化
か

的
てき

差
さ

異
い

を認
みと

め合
あ

い、対 等
たいとう

な関 係
かんけい

を築
きず

こうとしながら、地域
ちいき

社 会
しゃかい

の構 成 員
こうせいいん

と

して共
とも

に生
い

きていくような多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の地域
ちいき

づくりを推
お

し進
すす

める必
ひつ

要
よう

性
せい

が増
ま

し

ているとし、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

においてはこれまでの「国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

」と「国 際
こくさい

協 力
きょうりょく

」といった２本
ほん

柱
ばしら

に、新
あら

たに「地域
ちいき

における多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

」といった第
だい

３の 柱
はしら

を加
くわ

え、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

を一 層
いっそう

推
お

し進
すす

めることが求
もと

められているとしまし

た
 

。 

 

このような認 識
にんしき

のもと、総 務 省
そうむしょう

が平
へい

成
せい

18年
ねん

(2006年
ねん

)３月
がつ

に地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

に関
かん

する指
し

針
しん

・計
けい

画
かく

の策 定
さくてい

に資
し

するため「地域
ちいき

における

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

プラン」を策 定
さくてい

しており、令和
れいわ

２年
ねん

（2020年
ねん

）９月
がつ

には、近 年
きんねん

の、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の増加
ぞうか

・多国籍化
たこくせきか

、在 留
ざいりゅう

資格
しかく

「特 定
とくてい

技能
ぎのう

」の創 設
そうせつ

、多様性
たようせい

・

包 摂 性
ほうせつせい

のある社 会
しゃかい

実 現
じつげん

の動
うご

き、デジタル化
か

の進 展
しんてん

、気 象
きしょう

災 害
さいがい

の激甚化
げきじんか

といっ

た社 会
しゃかい

経 済
けいざい

情 勢
じょうせい

の変化
へんか

を踏
ふ

まえた改 訂
かいてい

を 行
おこな

っております
 

。 
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これまでの本
ほん

市
し

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

としましては、米 国
べいこく

カリフォルニア 州
しゅう

サ

リナス市
し

との姉妹
しまい

都市
と し

交 流
こうりゅう

事 業
じぎょう

や、薩摩藩
さつまはん

英 国
えいこく

留 学 生
りゅうがくせい

渡欧
とおう

の地
ち

であること

から英
えい

国
こく

への 職 員
しょくいん

派遣
はけん

などの 交 流
こうりゅう

を 行
おこな

ってきております。 

 

また、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

においては、 小
しょう

学
がっ

校
こう

学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

要
よう

領
りょう

の改
かい

訂
てい

により、令
れい

 

和
わ

２年
ねん

度
ど

から 小
しょう

学
がく

第
だい

５学
がく

年
ねん

と第
だい

６学
がく

年
ねん

では英
えい

語
ご

が 教
きょう

科
か

化
か

となり、また、第
だい

３学
がく

年
ねん

と第
だい

４学
がく

年
ねん

で外
がい

国
こく

語
ご

（英
えい

語
ご

）活
かつ

動
どう

が取
と

り入
い

れられることとなり、ますま

す国
こく

際
さい

化
か

が進
しん

展
てん

していく中
なか

で「英
えい

語
ご

教
きょう

育
いく

」は 重
じゅう

要
よう

なものとなっており、英
えい

語
ご

力
りょく

、コミュニケーション能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を図
はか

ることが求
もと

められています
 

。 

 

こうしたことから、本
ほん

市
し

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の英
えい

語
ご

力
りょく

を向
こう

上
じょう

させ、国 際
こくさい

化
か

が進 展
しんてん

する社
しゃ

会
かい

に対
たい

応
おう

する人
じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

するとともに、国
こく

際
さい

公
こう

用
よう

語
ご

である「英
えい

語
ご

を身
み

近
ぢか

に感
かん

じることができるまち」を 目 標
もくひょう

として、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

(2016年
ねん

度
ど

)から、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

として「英
えい

語
ご

のまち」を推
すい

進
しん

する取
とり

組
く

みに努
つと

めてきました
 

。 

 

その一 方
いっぽう

、 従 来
じゅうらい

からの 中 国
ちゅうごく

やフィリピンに加
くわ

え、ベトナムなどからの技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

や、神 村
かみむら

学 園
がくえん

専 修
せんしゅう

学 校
がっこう

の日本語
にほんご

学科
がっか

留 学 生
りゅうがくせい

としてのベトナム、

ネパールなどアジア地域
ちいき

からの外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が増加
ぞうか

してきています。 

 

本市
ほんし

の人 口
じんこう

減 少 化
げんしょうか

、少 子
しょうし

高齢化
こうれいか

の進 行
しんこう

を 鑑
かんが

みると、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

は、 

企 業
きぎょう

における雇用者
こようしゃ

確保
かくほ

対 策
たいさく

だけに限
かぎ

らず、地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

の担
にな

い手
て

となるなど、

本市
ほんし

の地域
ちいき

活性化
かっせいか

のための地域
ちいき

住 民
じゅうみん

（人 材
じんざい

）として期待
きたい

されます。そのためにも、
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地域
ちいき

住 民
じゅうみん

と外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が 交 流
こうりゅう

を深
ふか

め、相互
そうご

の生 活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

や文化
ぶんか

、価値観
かちかん

を理解
りかい

し、認
みと

め合
あ

い、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の 積 極 的
せっきょくてき

な地域
ちいき

活 動
かつどう

への参 画
さんかく

を求
もと

め、

様 々
さまざま

な地域
ちいき

活 動
かつどう

に共
とも

に取
と

り組
く

んでいく必 要
ひつよう

があります。 

 

このようなことから、本市
ほんし

では、 従
じゅう

来
らい

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

としての「英
えい

語
ご

の

まち」の取
とり

組
く

みを推
すい

進
しん

しつつ、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

を取
と

り巻
ま

く課
か

題
だい

や基
き

本
ほん

的
てき

な 考
かんが

え

方
かた

を整
せい

理
り

するとともに、市民
しみん

、市民
しみん

団 体
だんたい

、企 業
きぎょう

など各 種
かくしゅ

団 体
だんたい

と 行 政
ぎょうせい

が 協 働
きょうどう

して多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

のまちづくりを計 画 的
けいかくてき

かつ総 合 的
そうごうてき

に展 開
てんかい

するため、「いちき

串木野市
くしきのし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

プラン」を策 定
さくてい

しました。 
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２ プ ラ ン の 位 置
い ち

づ け 

このプランは、総 務 省
そうむしょう

が平 成
へいせい

18年
ねん

(2006年
ねん

)に策 定
さくてい

し、令和
れいわ

２年
ねん

（2020年
ねん

）に

改 訂
かいてい

した「地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プラン」を踏
ふ

まえ、多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

施策
しさく

を総 合 的
そうごうてき

かつ計 画 的
けいかくてき

に実施
じっし

するための推 進
すいしん

計 画
けいかく

です。また、最 上
さいじょう

位
い

計 画
けいかく

で

ある「第
だい

２次
じ

いちき串木野市
くしきのし

総 合
そうごう

計 画
けいかく

」をはじめ、「第
だい

２期
き

いちき串木野市
くしきのし

まち・

ひと・しごと創 生
そうせい

総 合
そうごう

戦 略
せんりゃく

」など関
かん

連
れん

する個
こ

別
べつ

計
けい

画
かく

との整
せい

合
ごう

性
せい

を図
はか

り策
さく

定
てい

しました。 

 

３ 計 画
け い か く

期 間
き か ん

 

本 計 画
ほんけいかく

の期間
きかん

は、令和
れいわ

４年度
ねんど

(2022年度
ねんど

)から令和
れいわ

８年度
ねんど

(2026年度
ねんど

)までの５

年 間
ねんかん

とします。なお、その間
かん

著
いちじる

しい社 会
しゃかい

情 勢
じょうせい

などの変化
へんか

があった場合
ばあい

には、

必 要
ひつよう

に応
おう

じて見直
みなお

すこととします。 
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Ⅱ．外 国 人
が い こ く じ ん

住 民
じ ゅ う み ん

の 現 況
げ ん き ょ う

等
と う

 

１ 外 国 人
が い こ く じ ん

住 民
じゅうみん

の 推 移
す い い

 

いちき串木野市
くしきのし

では、令和
れいわ

３年
ねん

(2021年
ねん

)３月
がつ

末 日
まつじつ

時点
じてん

の 住 民
じゅうみん

基本
きほん

台 帳
だいちょう

にお

ける外 国 人
がいこくじん

登 録
とうろく

人 口
じんこう

が 225人
にん

（186世帯
せたい

）となっています。 

平 成
へいせい

22年
ねん

(2010年
ねん

)に 入 管 法
にゅうかんほう

が改
かい

正
せい

され、 在 留
ざいりゅう

資格
しかく

「 技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

」が

創 設
そうせつ

されると、本市
ほんし

においても徐 々
じょじょ

に技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

が増加
ぞうか

しだし、平 成
へいせい

24年
ねん

（2012年
ねん

）に 50人
にん

だった外 国 人
がいこくじん

登 録
とうろく

人 口
じんこう

は、令和
れいわ

元 年
がんねん

（2019年
ねん

）には 235人
にん

とピークを迎
むか

え、令和
れいわ

２年
ねん

（2020年
ねん

）は 225人
にん

と、ここ近 年
きんねん

急 激
きゅうげき

に増加
ぞうか

してき

ています
 

。 

 

また、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の国
こく

籍
せき

別
べつ

で見
み

ると、令和
れいわ

３年
ねん

（2021年
ねん

）３月
がつ

末 日
まつじつ

時点
じてん

で

はベトナムが 103人
にん

と 最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで 中 国
ちゅうごく

40人
にん

、フィリピン 39人
にん

、ネパール

14人
にん

となっており、ベトナム国
こく

籍
せき

及
およ

び 中
ちゅう

国
ごく

国
こく

籍
せき

の外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が年 々
ねんねん

増加
ぞうか

している傾 向
けいこう

にありますが、フィリピン国 籍
こくせき

、ネパール国 籍
こくせき

の外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

は、

横這
よこば

いまたは微減
びげん

となっています。 

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の 在 留
ざいりゅう

資格
しかく

としては、企 業
きぎょう

における技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

のほか、

神 村
かみむら

学 園
がくえん

専 修
せんしゅう

学 校
がっこう

の日本語
にほんご

学科
がっか

の 留 学 生
りゅうがくせい

が多
おお

くを占
し

めています。 
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○【年度
ねんど

別
べつ

外 国 人
がいこくじん

住 民 数
じゅうみんすう

】               （単位
たんい

：人
にん

） 

 
平成 24 

(2012) 

平成 25 

(2013) 

平成 26 

(2014) 

平成 27 

(2015) 

平成 28 

(2016) 

平成 29 

(2017) 

平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

男 性
だんせい

 17 19 39 60 79 83 83 86 83 

女 性
じょせい

 33 37 47 69 93 106 234 149 142 

計
けい

 50 56 86 129 172 189 207 235 225 

（資料
しりょう

：統計
とうけい

いちき串木野
く し き の

） 
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

外国人住民の推移（人
にん

） 外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の推移
すいい
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○【年度
ねんど

別
べつ

国籍
こくせき

別
べつ

外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の推移
すいい

】                   （単位
たんい

：人
にん

） 

 平成

24 

(2012) 

平成

25 

(2013) 

平成

26 

(2014) 

平成

27 

(2015) 

平成

28 

(2016) 

平成

29 

(2017) 

平成

30 

(2018) 

令和 

元 

(2019) 

令和 

２ 

(2020) 

ベトナム 0 10 25 50 67 80 93 113 103 

フィリピン 16 15 16 22 41 39 32 33 39 

ネパール 0 3 19 32 30 32 27 25 14 

中国 14 8 8 8 19 12 26 38 40 

韓国 1 2 2 2 3 3 4 5 6 

米国 1 1 1 2 3 2 2 2 1 

オーストラリア 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

タイ 0 2 2 3 2 2 2 3 2 

英国 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

その他 15 12 10 7 4 16 18 13 17 

計 50 56 86 129 172 189 207 235 225 

(資料
しりょう

：統計
とうけい

いちき串木野
く し き の

） 

 

○【国 籍
こくせき

別
べつ

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の比率
ひりつ

】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45％

17%

6%

17％

3%

1% 1% 1% 1% 8%

ベトナム フィリピン ネパール 中国 韓国 米国 オーストラリア タイ 英国 その他
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○【在 留
ざいりゅう

資格
しかく

別
べつ

外国人
がいこくじん

住 民 数
じゅうみんすう

】 

 

（参考
さんこう

：市
し

住 民
じゅうみん

基本
きほん

台 帳
だいちょう

） 

 ○【年齢層
ねんれいそう

別
べつ

外国人
がいこくじん

住 民 数
じゅうみんすう

】 

年   齢 男(人) 女(人) 合 計(人) 

0～9 歳 0 0 0 

10～19 歳 3 4 7 

20～29 歳 46 91 137 

30～39 歳 22 22 44 

40～49 歳 2 9 11 

50～59 歳 2 12 14 

60～69 歳 2 4 6 

70～79 歳 0 0 0 

80～89 歳 0 0 0 

90～99 歳 1 1 2 

合    計 78 143 221 

（参考
さんこう

：市
し

住 民
じゅうみん

基本
きほん

台 帳
だいちょう

 令
れい

和
わ

３年
ねん

９月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

） 

在　留　期　間 H29.9.1 H30.9.1 R1.9.1 R2.9.1 R3.9.1

1 最長５年 1 2 2 2 0

2 最長５年 2 3 7 6 4

3 １年を超えない範囲 16 30 60 30 21

4 ２年を超えない範囲 40 43 53 90 87

5 ２年を超えない範囲 0 3 14 13 5

6 最長５年 5 5 4 3 3

7 最長３年 0 0 1 1 1

8 ４年３カ月を超えない範囲 52 49 45 19 7

9 ５年を超えない範囲 3 4 4 5 4

10 最長５年 1 1 0 3 24

11 再入国許可の有効期間上限６年 2 2 2 2 2

12 最長５年 8 8 10 13 14

13 最長５年 3 3 2 3 3

14 最長１年 0 0 0 0 22

15 最長５年 0 0 1 1 0

16 無期限 25 21 21 23 24

158 174 226 214 221

在　留　資　格

技　　　　能

技能実習１号ロ

技能実習２号ロ

技術・人文知識・国際業務

教　　　　育

合　　　　　計

文化活動

技能実習３号ロ

留        学

家族滞在

特定活動

高度専門職１号ロ

永住者

特別永住者

日本人の配偶者等

定住者

特定技能１号

※コロナ禍による帰国困難の技能実習生が増えた関係から、  

「特定活動」への移行が急激に増えたと考えられます。 
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 ○【自治
じ ち

公民館
こうみんかん

別
べつ

外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

居 住 者 数
きょじゅうしゃすう

】 

地区 公民館 男 女 合計 地区 公民館 男 女 合計 

冠岳 
川畑 0 1 1 

羽島 

松尾 0 1 1 

久木野 0 1 1 浜東 0 1 1 

生福 
上石野 1 0 1 浜西 0 1 1 

鏑楠 2 1 3 土川 0 1 1 

上名 
麓 2 1 3 

川南 

平佐原 0 2 2 

浜ケ城 0 20 20 払山 0 14 14 

大原 

大原南 4 2 6 松原 0 4 4 

昭和通 3 5 8 戸崎 0 5 5 

中尾町 0 16 16 中原 0 1 1 

中央 

曙町 26 5 31 
川北 

中福良 2 0 2 

春日町 0 10 10 下手中 0 3 3 

旭町 0 1 1 
湊 

潟小路 0 5 5 

栄町 6 2 8 迫 0 15 15 

汐見町 0 1 1 

湊町 

天神町 0 1 1 

東塩田町 0 1 1 園町 0 2 2 

本浦 

岳釜 5 1 6 日出町 0 1 1 

西浜町 0 1 1 
川上 

中組 0 1 1 

新生町 12 2 14 内門 0 1 1 

野元 6 2 8      

照島 

別府 0 2 2      

ひばりが丘 0 1 1      

島平上 1 2 3      

照島下 1 1 2      

石川山 1 0 1      

塩屋町 0 1 1      

恵比須町 3 1 4      

神村学園 3 3 6      

合 計 78 143 221 

（参
さん

考
こう

：市
し

住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

 令
れい

和
わ

３年
ねん

９月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

） 
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Ⅲ．多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

施
し

策
さ く

の基
き

本
ほ ん

的
て き

な考
かんが

え方
か た

 

１ 基 本
き ほ ん

理 念
り ね ん

 

相互
そ う ご

の文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

を理解
り か い

し 

共
とも

に支
ささ

え合
あ

い 認
みと

め合
あ

う 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

のまち 

いちき串木野市
く し き の し
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２ 基 本 的
き ほ ん て き

施 策
し さ く

 

(１) コミュニケーション支援
しえん

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の中
なか

には日本語
にほんご

を理解
りかい

できない人
ひと

もおり、日本語
にほんご

によるコミュニ

ケーションが困 難
こんなん

なことにより、様
さま

々
ざま

な問
もん

題
だい

が 生
しょう

じることがあります。 

そのため、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

と地域
ちいき

住 民
じゅうみん

とのコミュニケーションが円 滑
えんかつ

にできる

よう取
と

り組
く

み、安 心
あんしん

して暮
く

らせる活
かつ

力
りょく

溢
あふ

れるまちづくりに努
つと

めます。 

 

① 情 報
じょうほう

の多言語化
た げ ん ご か

 

（ア）携 帯 型
けいたいがた

多言語
たげんご

対 応
たいおう

翻訳機
ほんやくき

（ポケトーク等
とう

）の配置
はいち

及
およ

び普 及
ふきゅう

促 進
そくしん

と 

多言語
たげんご

情 報
じょうほう

ツールの活 用
かつよう

  

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

関
かん

係
けい

行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

（市
し

役所
やくしょ

や 警察
けいさつ

署
しょ

など）に多言語
たげんご

に対 応
たいおう

できる翻訳機
ほんやくき

（ポケトーク等
とう

）を配置
はいち

するとともに、医 療 関 係
いりょうかんけい

や外 国 人 住 民
がいこくじんじゅうみん

を有
ゆう

する 事業所等
じぎょうしょとう

への 普及
ふきゅう

を 促進
そくしん

します。また、通 信 用
つうしんよう

アプリケーション

を 活用
かつよう

し、生 活
せいかつ

や 防災
ぼうさい

等
とう

に関
かん

する 情 報
じょうほう

を 提 供
ていきょう

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（※窓
まど

口
ぐち

関
かん

係
けい

課
か

・企画
きかく

政策
せいさく

課
か

）    いちき串木野
くしきの

警察
けいさつ

署
しょ

 

市内
しない

医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

    外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇用
こよう

する 事業所
じぎょうしょ

 

 

※ 窓 口

まどぐち

関 係 課

かんけいか

とは、市民

しみん

生 活

せいかつ

に 関

かか

わる 窓

まど

口

ぐち

業

ぎょう

務

む

を 行

おこな

う課

か

（ 主

おも

に市民

しみん

生 活 課

せいかつか

・ 健 康

けんこう

増 進 課

ぞうしんか

等

とう

）のこと【以

い

下

か

同

おな

じ】 

(1)コミュニケーション支援 ― ①情報の多言語化 
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（イ）「やさしい日本語
にほんご

」の活 用
かつよう

推 進
すいしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

市内
しない

公共
こうきょう

施設
しせつ

の 窓 口
まどぐち

などの 案内
あんない

表示
ひょうじ

や 外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

に 必要
ひつよう

な

情 報
じょうほう

（お知
し

らせ）は、「やさしい日本語
にほんご

」または漢字
かんじ

にふりがなをふるなど

して、漢字
かんじ

などに不慣
ふな

れな外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

でもわかりやすい案
あん

内
ない

に努
つと

めま

す。また、日本人
にほんじん

に向
む

けたやさしい日本語
にほんご

講座
こうざ

やワークショップを開 催
かいさい

し、

やさしい日本語
にほんご

の相互
そうご

の活 用
かつよう

を推 進
すいしん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（ 窓口
まどぐち

関係
かんけい

課
か

・企画
きかく

政策
せいさく

課
か

） 

いちき串木野
くしきの

商 工
しょうこう

会議所
かいぎしょ

・市来
いちき

商 工 会
しょうこうかい

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

 

（ウ） 行 政
ぎょうせい

窓 口
まどぐち

における多言語
たげんご

での対 応
たいおう

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

市民
しみん

生活
せいかつ

課
か

や福祉課
ふくしか

などの 窓口
まどぐち

において、多言語
たげんご

に 対応
たいおう

したアプリケーシ

ョンを 活用
かつよう

し、 窓口
まどぐち

対応
たいおう

の円滑化
えんかつか

を図
はか

ります。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（ 窓口
まどぐち

関係
かんけい

課
か

・企画
きかく

政策
せいさく

課
か

） 

 

 

 

 

 

(1)コミュニケーション支援 ― ①情報の多言語化 
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（エ） 外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の生 活
せいかつ

相 談
そうだん

のための窓 口
まどぐち

の設置
せっち

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が 日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の困
こま

りごとなどを相 談
そうだん

できる窓 口
まどぐち

 

及
およ

びコーディネーターの設
せっ

置
ち

について検
けん

討
とう

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

 

（オ）地域
ちいき

の外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の相 談 員
そうだんいん

等
とう

としての活 用
かつよう

 

     具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

で、日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

程
てい

度
ど

の通
つう

訳
やく

ができる

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を相
そう

談
だん

員
いん

として活
かつ

用
よう

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

 

(1)コミュニケーション支援 ― ①情報の多言語化 
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② 日
に

本
ほん

語
ご

及
およ

び日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に関
かん

する学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

 

（ア）オリエンテーションの実施
じっし

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

や外 国 人
がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

等
とう

を 対 象
たいしょう

に、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

を開始
かいし

する

際
さい

に、地域
ちいき

の文化
ぶんか

や 習 慣
しゅうかん

（ごみの分 別
ぶんべつ

等
とう

）などについて説 明
せつめい

するオリ

エンテーションを実施
じっし

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

を雇用
こよう

する事 業 所
じぎょうしょ

 

学 校
がっこう

等
とう

 

 

（イ）日本語
にほんご

教 室
きょうしつ

の開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

等
とう

の日本語
にほんご

能 力
のうりょく

を 向 上
こうじょう

させるため、国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

団 体
だんたい

と 教 育
きょういく

機関
きかん

が連 携
れんけい

して日本語
にほんご

教 室
きょうしつ

を開 催
かいさい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

を雇用
こよう

する事 業 所
じぎょうしょ

 

学 校
がっこう

等
とう

 

 

 

 

(1)コミュニケーション支援 ― ②日本語および日本社会に関する学習支援 
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(２) 生活
せいかつ

支援
しえん

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が地域
ちいき

において生 活
せいかつ

するうえで必 要
ひつよう

となる 環 境
かんきょう

が 十
じゅう

分
ぶん

に

整
ととの

っていないことが問
もん

題
だい

として挙
あ

げられます。外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

にわ

たる支
し

援
えん

策
さく

に取
と

り組
く

み、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

にも便利
べんり

で暮
く

らしやすいまちづくりに努
つと

め

ます
 

。 

 

① 居 住
きょじゅう

 

（ア）地域
ちいき

住 民
じゅうみん

と外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

との 交 流
こうりゅう

促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

と 周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

の 住
じゅう

民
みん

が安
あん

心
しん

して暮
く

らせるよう、まちづく

り連 絡
れんらく

協 議 会
きょうぎかい

や女 性
じょせい

団 体
だんたい

、自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん

を 中
ちゅう

心
しん

とした地
ち

域
いき

行
ぎょう

事
じ

等
とう

への参
さん

画
かく

など交
こう

流
りゅう

を促
そく

進
しん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

    市
し

まちづくり連 絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

 

市
し

女
じょ

性
せい

団
だん

体
たい

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 

 

（イ） 居 住
きょじゅう

に関
かん

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が居
きょ

住
じゅう

する 住
じゅう

宅
たく

について相
そう

談
だん

があった場
ば

合
あい

は、空
あ

き家
や

バンクや宅地
たくち

建 物
たてもの

取 引 業
とりひきぎょう

協
きょう

会
かい

の 情
じょう

報
ほう

等
とう

を提
てい

供
きょう

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

） 

 

（２）生活支援 ― ①居住 
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② 教 育
きょういく

 

（ア）外 国 人
がいこくじん

児童
じどう

・生徒
せいと

の 就 学
しゅうがく

等
とう

支援
しえん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の幼
よう

稚
ち

園
えん

、小
しょう

学
がっ

校
こう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

への 入
にゅう

園
えん

・ 入
にゅう

学
がく

時
じ

の 就
しゅう

学
がく

案
あん

内
ない

や 就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

制
せい

度
ど

の多様
たよう

な言語
げんご

または「やさしい日本語
にほんご

」

による 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

のほか、受 入 体 制
うけいれたいせい

の整
せい

備
び

など 就
しゅう

学
がく

に向
む

けた支
し

援
えん

を

行
おこな

います。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

教育
きょういく

委員会
いいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

） 

学校等
がっこうとう

 

 

（イ）外 国 人
がいこくじん

児童
じどう

・生徒
せいと

の 学 習
がくしゅう

支援
しえん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

日本語
にほんご

を理解
りかい

できない 外国人
がいこくじん

児童
じどう

・生徒
せいと

が 教
きょう

育
いく

を受
う

ける権
けん

利
り

を 享
きょう

受
じゅ

で

きる環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

として、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

をする支
し

援
えん

員
いん

を必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて配
はい

置
ち

するとともに、学
がっ

校
こう

における 就
しゅう

学
がく

指
し

導
どう

や日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

などの学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

に努
つと

めます。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

教育
きょういく

委員会
いいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

） 

学
がっ

校
こう

等
とう

 

 

(２)生活支援 ― ②教育 
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（ウ）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の人 権
じんけん

に関
かん

する人 権
じんけん

教 育
きょういく

の 充 実
じゅうじつ

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

が学
がっ

校
こう

等
とう

で孤
こ

立
りつ

したり差
さ

別
べつ

されたりすることがない

よう、児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

に国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

などが違
ちが

っても、互
たが

いを認
みと

め

合
あ

い、人
じん

権
けん

を尊
そん

重
ちょう

する人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

の 充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

・社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

課
か

） 

学
がっ

校
こう

等
とう

 

 

（エ）外 国 人
がいこくじん

児童
じどう

・生徒
せいと

の(外 国 人
がいこくじん

)保護者
ほごしゃ

の 教 育
きょういく

相 談
そうだん

等
とう

の支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の（外
がい

国
こく

人
じん

）保
ほ

護
ご

者
しゃ

が子
こ

どもの 就
しゅう

学
がく

や 教
きょう

育
いく

に関
かん

する相
そう

談
だん

ができるように 体制
たいせい

を整備
せいび

します。また、外
がい

国
こく

人
じん

児童
じどう

・生
せい

徒
と

の

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

への進
しん

学
がく

を支
し

援
えん

するため 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を 行
おこな

います。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

教育
きょういく

委員会
いいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

） 

学
がっ

校
こう

等
とう

 

 

 

 

 

 

(２)生活支援 ― ②教育 
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③ 労働
ろうどう

環 境
かんきょう

 

（ア）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の 就 業
しゅうぎょう

支援
しえん

等
とう

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が 就
しゅう

業
ぎょう

しようとする際
さい

に、いちき串
くし

木
き

野
の

市
し

立
りつ

ハローワ

ークと連
れん

携
けい

し、 求
きゅう

人
じん

情
じょう

報
ほう

等
とう

を提
てい

供
きょう

するほか、 求
きゅう

人
じん

をする事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

にも 情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

するなど、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の 就
しゅう

業
ぎょう

を支
し

援
えん

しま

す。また、特 定
とくてい

技能
ぎのう

外 国 人
がいこくじん

をはじめとする外 国
がいこく

人 材
じんざい

の円 滑
えんかつ

かつ適 正
てきせい

な受入
うけい

れを促 進
そくしん

するため、地域
ちいき

における受入
うけい

れ 環 境
かんきょう

の整備
せいび

等
とう

について、

関 係
かんけい

機関
きかん

や企 業
きぎょう

等
とう

と連 携
れんけい

して協 議
きょうぎ

を 行
おこな

います。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

・ 水産
すいさん

商工課
しょうこうか

） 

いちき串木野
くしきの

商 工
しょうこう

会議所
かいぎしょ

・市来
いちき

商 工 会
しょうこうかい

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇用
こよう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

 

（イ） 就 業
しゅうぎょう

環 境
かんきょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

支
し

援
えん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が 安心
あんしん

して 労働
ろうどう

できる 就
しゅう

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

等
とう

に関
かん

する相
そう

談
だん

体
たい

制
せい

を整
せい

備
び

するなど、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の労
ろう

働
どう

環
かん

境
きょう

の改
かい

善
ぜん

に努
つと

め、留
りゅう

学
がく

生
せい

に対
たい

する市
し

内
ない

企
き

業
ぎょう

のリクルート活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

・ 水産
すいさん

商工課
しょうこうか

）  

いちき串木野
くしきの

商 工
しょうこう

会議所
かいぎしょ

・市来
いちき

商 工 会
しょうこうかい

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇用
こよう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

(２)生活支援 ― ③労働環境 
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④ 医療
いりょう

・保健
ほけん

・福祉
ふくし

 

（ア）外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が医 療
いりょう

機関
きかん

等
とう

を利用
りよう

する際
さい

の利便性
りべんせい

の 向 上
こうじょう

支援
しえん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

やさしい日本語
にほんご

を 始
はじ

め多言語化
たげんごか

に 対 応
たいおう

した 問 診 票
もんしんひょう

の 作 成
さくせい

や市内
しない

の

病 院
びょういん

や 薬 局
やっきょく

に関
かん

する 情 報
じょうほう

発 信
はっしん

、技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

を雇用
こよう

する企 業
きぎょう

な

どの支援
しえん

について、関 係
かんけい

機関
きかん

・団 体
だんたい

と連 携
れんけい

し、検 討
けんとう

を進
すす

めます。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（ 健康
けんこう

増進課
ぞうしんか

） 

市内
しない

医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

 

（イ）健 康
けんこう

診 断
しんだん

や保健
ほけん

指導
しどう

、健 康
けんこう

相 談
そうだん

の実施
じっし

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が健
けん

康
こう

に生
せい

活
かつ

できるように、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を対
たい

象
しょう

と

した健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

や保
ほ

健
けん

指
し

導
どう

、健
けん

康
こう

相
そう

談
だん

を実
じっ

施
し

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（ 健康
けんこう

増進課
ぞうしんか

） 

 

 

 

 

 

 

 

(２)生活支援 ― ④医療・保健・福祉 
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（ウ）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

への母子
ぼ し

保健
ほけん

、乳 幼 児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

等
とう

の促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

や乳 幼 児
にゅうようじ

をもつ外 国 人
がいこくじん

住
じゅう

民
みん

を 対象
たいしょう

に、母
ぼ

子
し

保
ほ

健
けん

や 乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

診
しん

、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を促
そく

進
しん

するとともに、妊
にん

娠
しん

や乳 幼 児 等
にゅうようじとう

に関
かん

する母
ぼ

子
し

保
ほ

健
けん

及
およ

び保
ほ

育
いく

相
そう

談
だん

を実
じっ

施
し

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（子
こ

どもみらい課
か

） 

 

 

（エ）児童
じどう

手当
てあて

等
とう

の申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

きの支援
しえん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が児
じ

童
どう

手
て

当
あて

や保
ほ

育
いく

園
えん

の 入
にゅう

園
えん

手
て

続
つづ

きをする際
さい

に多
た

言
げん

語
ご

又
また

は「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」による説
せつ

明
めい

に努
つと

めるなど申
しん

請
せい

手
て

続
つづ

きを支
し

援
えん

しま

す
 

。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（子
こ

どもみらい課
か

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)生活支援 ― ④医療・保健・福祉 



- 25 - 

⑤ 防災
ぼうさい

・交通
こうつう

安全
あんぜん

 

 

（ア）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

を 対 象
たいしょう

とした防 災
ぼうさい

教 室
きょうしつ

の実施
じっし

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が安
あん

全
ぜん

に安
あん

心
しん

して暮
く

らせるように、火
か

災
さい

や地
じ

震
しん

などの場
ば

合
あい

の 消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

や避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

、救
きゅう

急
きゅう

救
きゅう

命
めい

訓
くん

練
れん

などの防
ぼう

災
さい

教
きょう

室
しつ

を

実
じっ

施
し

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（まちづくり防災課
ぼうさいか

・ 消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

）         

いちき串木野
くしきの

警 察
けいさつ

署
しょ

         

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

 

（イ） 緊 急
きんきゅう

時
じ

の 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

地
じ

震
しん

等
とう

緊
きん

急
きゅう

時
じ

の 情
じょう

報
ほう

として「防
ぼう

災
さい

メール」の登
とう

録
ろく

や多
た

言
げん

語
ご

による

情
じょう

報
ほう

の設
せっ

定
てい

等
とう

について 周
しゅう

知
ち

啓
けい

発
はつ

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（まちづくり防災課
ぼうさいか

・ 消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

） 

 

 

 

 

 

 

(２)生活支援 ― ⑤防災・交通安全 
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（ウ）交 通
こうつう

ルール・マナーや防
ぼう

犯
はん

に関
かん

する指
し

導
どう

・啓
けい

発
はつ

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

に対
たい

する、交
こう

通
つう

ルールや交
こう

通
つう

マナー、防
ぼう

犯
はん

に関
かん

すること

や、危
き

険
けん

な行
こう

為
い

の禁
きん

止
し

等
とう

を指
し

導
どう

し、事
じ

故
こ

や事
じ

件
けん

の防
ぼう

止
し

に努
つと

めます。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

(まちづくり防災課
ぼうさいか

・ 消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

) 

いちき串木野警察署
くしきのけいさつしょ

 

串木野
くしきの

海 上
かいじょう

保安部
ほあんぶ

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

を雇用
こよう

する事 業 所
じぎょうしょ

 

 
  

(２)生活支援 ― ⑤防災・交通安全 
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⑥ そ の 他
た

 

 

（ア）専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い相 談
そうだん

体 制
たいせい

の整備
せいび

と人 材
じんざい

育 成
いくせい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

ベトナム、ネパール、 中
ちゅう

国
ごく

、フィリピン国
こく

籍
せき

の外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が特
とく

に多
おお

いことから、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を対
たい

象
しょう

とした相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

の設置
せっち

にあたって

は、母
ぼ

国
こく

語
ご

のほか、日
に

本
ほん

語
ご

能 力
のうりょく

（日
に

本
ほん

語
ご

会
かい

話
わ

を含
ふく

む）が高
たか

い外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の配
はい

置
ち

に努
つと

めるとともに、対
たい

応
おう

できる相
そう

談
だん

員
いん

の育
いく

成
せい

にも努
つと

めま

す。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

 

（イ） 留 学 生
りゅうがくせい

支援
しえん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

神
かみ

村
むら

学
がく

園
えん

等
とう

に 在
ざい

籍
せき

する 外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

に 対
たい

し 生
せい

活
かつ

上
じょう

必
ひつ

要
よう

な

情
じょう

報
ほう

や地
ち

域
いき

との交
こう

流
りゅう

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

するほか、卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

に

市
し

内
ない

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に 就
しゅう

職
しょく

したい 留
りゅう

学
がく

生
せい

のために、 就
しゅう

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

のほか、合
ごう

同
どう

企
き

業
ぎょう

説
せつ

明
めい

会
かい

や企
き

業
ぎょう

見
けん

学
がく

会
かい

の開
かい

催
さい

な

どを支
し

援
えん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

・水
すい

産
さん

商
しょう

工
こう

課
か

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

(２)生活支援 ― ⑥その他 
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(３) 意識
いしき

啓発
けいはつ

と社会
しゃかい

参画
さんかく

支援
しえん

 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が地域
ちいき

社 会
しゃかい

での 交 流
こうりゅう

機会
きかい

が不足
ふそく

することで孤立
こりつ

しがちになっ

たり、地域
ちいき

社 会
しゃかい

において地域
ちいき

住 民
じゅうみん

と外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

との 間
あいだ

に軋 轢
あつれき

が生じ
しょう

たり

することも少
すく

なくありません。そのため、地域
ちいき

社 会
しゃかい

全 体
ぜんたい

の意識
いしき

啓 発
けいはつ

や外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の自立
じりつ

を促 進
そくしん

する地
ち

域
いき

づくりに取
と

り組
く

み、愛
あい

が溢
あふ

れる 心
こころ

豊
ゆた

かな社 会
しゃかい

の

実 現
じつげん

に努
つと

めます。 

 

① 地域
ちいき

社会
しゃかい

に対
たい

する意
い

識
しき

啓
けい

発
はつ

（地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

との交
こう

流
りゅう

） 

 

（ア）国 際
こくさい

理解
りかい

講座
こうざ

の開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

や児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

として、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

による多
た

様
よう

な

文
ぶん

化
か

や 習
しゅう

慣
かん

、言
げん

語
ご

について学
まな

ぶ「国
こく

際
さい

理
り

解
かい

講
こう

座
ざ

」を開
かい

催
さい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇用
こよう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

学
がっ

校
こう

等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)意識啓発と社会参画支援 ― ①地域社会に対する意識啓発（地域社会との交流） 
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（イ）国 際
こくさい

料 理
りょうり

講座
こうざ

の開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

を対
たい

象
しょう

として、地
ち

域
いき

に居
きょ

住
じゅう

する外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の生
せい

活
かつ

や

文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

するため、「国
こく

際
さい

料
りょう

理
り

講
こう

座
ざ

」を開
かい

催
さい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

  外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇用
こよう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

学
がっ

校
こう

等
とう

 

 

（ウ） 交 流
こうりゅう

サロンの設置
せっち

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

市
し

内
ない

に居
きょ

住
じゅう

する外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の交
こう

流
りゅう

や、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

との交
こう

流
りゅう

を

促
そく

進
しん

するため、交
こう

流
りゅう

サロンを設
せっ

置
ち

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

  いちき串木野
くしきの

商 工
しょうこう

会議所
かいぎしょ

 

 

（エ） 交 流
こうりゅう

イベントの開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

や児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

と外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が 交 流
こうりゅう

するイベント(餅
もち

つき

体
たい

験
けん

、そば打
う

ち体
たい

験
けん

、田
た

植
う

え・稲
いね

刈
か

り体
たい

験
けん

など）を開
かい

催
さい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

  外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

学
がっ

校
こう

等
とう

 

(３)意識啓発と社会参画支援 ― ①地域社会に対する意識啓発（地域社会との交流） 
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② 外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参画
さんかく

 

 

（ア）多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

懇話会
こんわかい

への参 画
さんかく

促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の意
い

見
けん

を地
ち

域
いき

の施
し

策
さく

に反
はん

映
えい

させるため、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の懇話会
こんわかい

への参
さん

画
かく

を促
そく

進
しん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

(企画
きかく

政策課
せいさくか

) 

 

（イ）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の 消 防 団
しょうぼうだん

への加 入
かにゅう

促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

消
しょう

防
ぼう

団
だん

員
いん

の人
じん

員
いん

確
かく

保
ほ

のため、地
ち

区
く

消
しょう

防
ぼう

団
だん

や外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

と連
れん

携
けい

し、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の加
か

入
にゅう

を促
そく

進
しん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（ 消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

）  各
かく

地
ち

区
く

消
しょう

防
ぼう

団
だん

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

 

（ウ）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の自治
じ ち

公 民 館
こうみんかん

への加 入
かにゅう

促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

と外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

が暮
く

らしやすい 住 環 境
じゅうかんきょう

づくりのため、自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん

への外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の加
か

入
にゅう

を促
そく

進
しん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（まちづくり防災課
ぼうさいか

） 市
し

まちづくり連 絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を雇
こ

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

 

(３)意識啓発と社会参画支援 ― ②外国人住民の自立と社会参画 



- 31 - 

（エ）外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の 表 彰
ひょうしょう

制度
せいど

の整備
せいび

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

への参
さん

画
かく

を 促
うなが

すため、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

し

た外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

を 表
ひょう

彰
しょう

する制
せい

度
ど

を整
せい

備
び

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(３)意識啓発と社会参画支援 ― ②外国人住民の自立と社会参画 
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(４) 地域
ちいき

活性化
かっせいか

の推進
すいしん

やグローバル化
か

への対応
たいおう

 

    留 学 生
りゅうがくせい

や技能
ぎのう

実 習 生
じっしゅうせい

などを 含
ふく

めた、 外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

と地域
ちいき

住 民
じゅうみん

が

連 携
れんけい

・協 働
きょうどう

することで、少 子
しょうし

高齢化
こうれいか

や過疎化
か そ か

が進
すす

む地域
ちいき

の活性化
かっせいか

を推 進
すいしん

しま

す
 

。 

また、国
こく

際
さい

化
か

が進
しん

展
てん

していく中
なか

で「英
えい

語
ご

教
きょう

育
いく

」は 重
じゅう

要
よう

なものとなっていま

す。本
ほん

市
し

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の英
えい

語
ご

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を図
はか

るとともに、市
し

民
みん

が国
こく

際
さい

公
こう

用
よう

語
ご

である「英
えい

語
ご

」に親
した

しむことをはじめ、様 々
さまざま

な異文化
いぶんか

に触
ふ

れ合
あ

い学
まな

べる 環 境
かんきょう

や

体 制
たいせい

の整備
せいび

に取
と

り組
く

み、国際化
こくさいか

が進 展
しんてん

する社 会
しゃかい

に対 応
たいおう

した人 材
じんざい

の育 成
いくせい

に努
つと

めます
 

。 

 

① 児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の英
えい

語
ご

力
りょく

の向
こう

上
じょう

 

 

（ア）児童
じどう

・生徒
せいと

の英 語 力
えいごりょく

向 上
こうじょう

のための支援
しえん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

が英
えい

語
ご

に親
した

しみ、英
えい

語
ご

を 上
じょう

達
たつ

させたいという意
い

識
しき

を高
こう

揚
よう

させるとともに、英
えい

語
ご

のコミュニケーションの素
そ

地
じ

・能
のう

力
りょく

を向
こう

上
じょう

させ

るための支
し

援
えん

を 行
おこな

います。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

）  市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

                             

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

）  学校
がっこう

等
とう

 

 

 

 

(４)地域活性化の推進やグローバル化への対応 ― ①児童・生徒の英語力の向上 



- 33 - 

 

（イ） 中 学 生
ちゅうがくせい

を 対 象
たいしょう

としたセミナーの開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

に、英
えい

語
ご

の学
がく

力
りょく

向
こう

上
じょう

のため夏
か

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

期
き

間
かん

中
ちゅう

にセミナーを開
かい

催
さい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

）  市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

                        

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

）  学校
がっこう

等
とう

 

 

 

（ウ）語学
ごがく

指導
しどう

外 国
がいこく

青 年
せいねん

（ＡＬＴ）を活 用
かつよう

した外国語
がいこくご

(英語
えいご

)指導
しどう

の実施
じっし

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

語
ご

学
がく

指
し

導
どう

外
がい

国
こく

青
せい

年
ねん

（ＡＬＴ）を活
かつ

用
よう

し、児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の英
えい

語
ご

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を図
はか

ります。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

教育委員会
きょういくいいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

）  学校
がっこう

等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)地域活性化の推進やグローバル化への対応 ― ①児童・生徒の英語力の向上 
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（エ）イングリッシュ・キャンプの開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

５・６年
ねん

生
せい

児
じ

童
どう

及
およ

び 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

として、キャンプ

を通
とお

して英
えい

語
ご

学
がく

習
しゅう

を 行
おこな

います。キャンプ期
き

間
かん

中
ちゅう

は、原
げん

則
そく

英
えい

語
ご

のみ

で 行
おこな

うことで、英
えい

語
ご

を話
はな

すことに慣
な

れ親
した

しみ、話
はな

す楽
たの

しさを実
じっ

感
かん

する

ほか、外
がい

国
こく

人
じん

との活
かつ

動
どう

や交
こう

流
りゅう

により「生
い

きた英
えい

語
ご

」を学
まな

び、参
さん

加
か

者
しゃ

の

異
い

文
ぶん

化
か

に対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

め、国
こく

際
さい

感
かん

覚
かく

を 養
やしな

います。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

市
し

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

） 

 

（オ）トピックトーク・スピーチ大 会
たいかい

の開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

とした英
えい

語
ご

でのトピックトーク・スピーチ大
たい

会
かい

を開
かい

催
さい

し、児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の英
えい

語
ご

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を図
はか

ります。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

）  学校
がっこう

等
とう

 

 

  

(４)地域活性化の推進やグローバル化への対応 ― ①児童・生徒の英語力の向上 
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② 市
し

民
みん

が異文化
い ぶ ん か

に親
した

しむ取
とり

組
く

み 

 

（ア）英語
えいご

絵本
えほん

の読
よ

み聞
き

かせ事 業
じぎょう

の実施
じっし

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

幼
よう

少
しょう

期
き

から英
えい

語
ご

に触
ふ

れる機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

することで、英
えい

語
ご

に慣
な

れ親
した

しみ、

英
えい

語
ご

の聞
き

き取
と

り能
のう

力
りょく

を 養
やしな

うため、これまで取
と

り組
く

んでいる英
えい

語
ご

絵
え

本
ほん

の

読
よ

み聞
き

かせ講座
こうざ

を継 続
けいぞく

して実施
じっし

するとともに、よりステップアップした

幼児向
ようじむ

けのプログラムを企画
きかく

・実施
じっし

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

 

市
し

教育委員会
きょういくいいんかい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・ 学校
がっこう

教育課
きょういくか

） 

学校
がっこう

等
とう

 

 

（イ）英語
えいご

等
とう

外
がい

国
こく

語
ご

教 室
きょうしつ

等
とう

の開 催
かいさい

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

が、英
えい

語
ご

を始
はじ

めとした外国語
がいこくご

に慣
な

れ親
した

しむことで、日
に

本
ほん

以
い

外
がい

の文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

に 興
きょう

味
み

をもち、外
がい

国
こく

人
じん

住 民
じゅうみん

を受
う

け入
い

れやす

くなるために英
えい

語
ご

等
とう

の外国語
がいこくご

教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

・市
し

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

（ 社会
しゃかい

教育課
きょういくか

） 

  

(４)地域活性化の推進やグローバル化への対応 ― ②市民が異文化に親しむ取組み 



- 36 - 

③ 姉
し

妹
まい

都
と

市
し

交
こう

流
りゅう

等
とう

事
じ

業
ぎょう

の促
そく

進
しん

 

 

（ア）姉妹
しまい

都市
と し

サリナス市
し

との 交 流
こうりゅう

促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

姉
し

妹
まい

都
と

市
し

である米
べい

国
こく

カリフォルニア 州
しゅう

サリナス市
し

との交
こう

流
りゅう

を促
そく

進
しん

し、

両
りょう

市
し

の発
はっ

展
てん

と姉
し

妹
まい

都
と

市
し

関
かん

係
けい

を永
えい

遠
えん

に深
ふか

めるとともに、サリナス市
し

への

高
こう

校
こう

生
せい

等
とう

の派
は

遣
けん

やサリナス市
し

からの派
は

遣
けん

高
こう

校
こう

生
せい

等
とう

の受
うけ

入
い

れなどの交
こう

流
りゅう

を促
そく

進
しん

することで、国
こく

際
さい

感
かん

覚
かく

豊
ゆた

かな青
せい

少
しょう

年
ねん

を育
いく

成
せい

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企
き

画
かく

政
せい

策
さく

課
か

）    市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

（ 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

・学 校
がっこう

教 育 課
きょういくか

） 

 

（イ）薩
さつ

摩
ま

藩
はん

英
えい

国
こく

留
りゅう

学
がく

生
せい

の顕
けん

彰
しょう

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

羽
は

島
しま

史
し

跡
せき

顕
けん

彰
しょう

会
かい

が薩
さつ

摩
ま

藩
はん

英
えい

国
こく

留
りゅう

学
がく

生
せい

を 顕 彰
けんしょう

するため開 催
かいさい

して

いる「黎 明
れいめい

祭
さい

」を支
し

援
えん

するほか、その史実
しじつ

を 紹
しょう

介
かい

する薩
さつ

摩
ま

藩
はん

英
えい

国
こく

留
りゅう

学
がく

生
せい

記
き

念
ねん

館
かん

の利用
りよう

を促 進
そくしん

し、国
こく

際
さい

感
かん

覚
かく

豊
ゆた

かな青
せい

少
しょう

年
ねん

を育
いく

成
せい

します
 

。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画政策課
きかくせいさくか

・シティセールス課
か

）   市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

（学 校
がっこう

教 育 課
きょういくか

・ 社会
しゃかい

教育課
きょういくか

） 

 

(４)地域活性化の推進やグローバル化への対応 ― ③姉妹都市交流等事業の促進 
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（ウ）からいも 交 流
こうりゅう

（夏
なつ

・春
はる

）の促 進
そくしん

 

具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

主
おも

にアジア地
ち

域
いき

から日
に

本
ほん

に 留学
りゅうがく

している大
だい

学
がく

生
せい

等
とう

が、市
し

内
ない

の一
いっ

般
ぱん

家
か

庭
てい

にホームステイしながら農
のう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

等
とう

をすることで、外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めるとともに、相
そう

互
ご

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

や文
ぶん

化
か

などを理
り

解
かい

す

る取
とり

組
く

みを促
そく

進
しん

します。 

取組
とりくみ

主体
しゅたい

 

市
し

（企画
きかく

政策課
せいさくか

・農政課
のうせいか

） 

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 

 

３ 推 進
す い し ん

体 制
た い せ い

 

毎年度
まいねんど

、いちき串木野市
くしきのし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

懇話会
こんわかい

を開 催
かいさい

するとともに、より多
おお

く

の市民
しみん

の方 々
かたがた

や多種
たしゅ

・多様
たよう

な主 体
しゅたい

との連 携
れんけい

・協 働
きょうどう

を図
はか

りながら、プランの 情 報
じょうほう

発 信
はっしん

・周 知
しゅうち

に努
つと

めるとともに、各
かく

個
こ

別
べつ

事
じ

業
ぎょう

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

の把
は

握
あく

や事
じ

業
ぎょう

の

見
み

直
なお

し・拡
かく

充
じゅう

を 行
おこな

い、フォローアップを図
はか

ります。 

また、毎年度
まいねんど

の予算
よさん

編 成
へんせい

においても、社 会
しゃかい

情 勢
じょうせい

に対 応
たいおう

しながら、より効果的
こうかてき

な施策
しさく

・事 業
じぎょう

等
とう

になるよう、検 討
けんとう

・見
み

直
なお

しを図
はか

ります。 

 

  

① 庁 内
ちょうない

の横 断 的
おうだんてき

な部署
ぶしょ

連 携
れんけい

による、多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の推 進
すいしん

 

② いちき串木野市
くしきのし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

懇話会
こんわかい

をはじめ、市民
しみん

や企 業
きぎょう

、関 係
かんけい

各機関
かくきかん

な

ど 庁 外
ちょうがい

との連 携
れんけい

 

③ 地域
ちいき

における各 主 体
かくしゅたい

の役 割
やくわり

の分 担
ぶんたん

 

(４)地域活性化の推進やグローバル化への対応 ― ③姉妹都市交流等事業の促進 
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Ⅳ.プ ラ ン の 体 系 図
た い け い ず

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) コミュニケーション支援
し え ん

 

(２) 生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

 

① 情報
じょうほう

の多言語化
た げ ん ご か

 

② 日
に

本
ほん

語
ご

及
およ

び日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に関
かん

する学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

 

① 居
きょ

 住
じゅう

 

② 教
きょう

 育
いく

 

③ 労働
ろうどう

環境
かんきょう

 

④ 医療
いりょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

 

⑤ 防災
ぼうさい

・交通
こうつう

安全
あんぜん

 

⑥ その他
た

 

(３)  意識
い し き

啓発
けいはつ

と社会
しゃかい

参画
さんかく

支援
し え ん

 

① 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に対
たい

する意
い

識
しき

啓
けい

発
はつ

 

② 外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の自
じ

立
りつ

と社
しゃ

会
かい

参
さん

画
かく

 

(４)  地域
ち い き

活性化
かっせいか

の推進
すいしん

やグローバル化
か

への対応
たいおう

 

① 児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の英
えい

語
ご

力
りょく

の向
こう

上
じょう

 

② 市
し

民
みん

が英
えい

語
ご

に親
した

しむ取
とり

組
く

み 

③ 姉
し

妹
まい

都
と

市
し

交
こう

流
りゅう

等
とう

事
じ

業
ぎょう

の促進
そくしん
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≪ 参 考 ≫ 

1 いちき串木野市多文化共生推進プラン策定の主な経過 

〇 多文化共生に関するアンケート調査  
・期間：令和３年６月 22 日（火）～令和３年８月６日（金） 

 ・目的：本市の多文化共生に関する実態把握と意識調査 

・対象：市役所職員、外国人を雇用する市内事業所、外国人住民、地域住民 

 

〇 第１回多文化共生のまち推進検討委員会  

・開催日：令和３年９月 21 日（火） 

  ・プラン策定に向けて庁内体制を発足させ、策定業務開始 

 

〇 第１回多文化共生推進懇話会 

  ・開催日：令和３年 10 月８日（金） 

  ・アンケート調査結果の共有による実態・課題の把握 

  ・主な検討内容：いちき串木野市多文化共生推進プラン（素案）の構成等 

 

〇 第２回多文化共生推進懇話会 

  ・開催日：令和３年 11 月５日（金） 

・主な検討内容：いちき串木野市多文化共生推進プラン（素案）の具体的施策 

 

〇 第３回多文化共生推進懇話会 （書面開催） 

  ・開催日：令和４年１月 12 日（水）～１月 24 日（月） 

・主な検討内容：いちき串木野市多文化共生推進プラン（素案）の基本理念 

 

〇 第４回多文化共生推進懇話会 

  ・開催日：令和４年２月４日（金） 

・主な検討内容：いちき串木野市多文化共生推進プラン（案）の決定 

 

〇 第２回多文化共生のまち推進検討委員会 

  ・開催日：令和４年２月 14 日（月） 

  ・いちき串木野市多文化共生推進プラン（案）の審査 

 

〇 パブリックコメント 

  ・実施期間：令和４年２月 21日（月）～令和４年３月４日（金） 

 

〇 いちき串木野市多文化共生推進プラン策定 

 ・策定日：令和４年３月 14 日（月） 

 

〇 いちき串木野市議会報告 

 ・いちき串木野市多文化共生推進プランの内容について報告 

 ・報告日：令和４年３月 29 日（火） 
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２ いちき串木野市多文化共生推進懇話会における基本理念(案)の選定経緯 

 

基本理念（案）は、多文化共生に関するアンケート調査の結果なども踏まえ、いちき

串木野市多文化共生推進懇話会（以下、懇話会）において本プラン（案）の検討を進め

る中で、様々な観点から熱心に意見交換の上、多くの候補案を出していただきながら、

特にメッセージ性に優れ、広く共有・共感できるものとして選定されました。 

 

なお、懇話会での主な意見は、以下のとおりでした。 

・プランの目指す方向性をシンプルに表現し、全ての市民、関係機関・団体などの皆様

に分かりやすいものであること 

・本市の「多文化共生」の未来をイメージできるものであること 

・誰もが幸せで安心して暮らせるまちづくりを目指すものであること 

・思いやりの気持ちに溢れるものであること 

・本市らしさも感じられるものであること 

 

また、基本理念（案）に選定されなかった他の候補案につきましては、本プランの

「２.基本的施策」の(１)から(４)に適宜盛り込んでいます。 
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３ いちき串木野市多文化共生推進懇話会設置要綱（令和３年３月26日告示第65号） 

 
（設置） 
第１条 市民の国際的視野を広げ、国際感覚を醸成し、国籍や民族の異なる市民が互いの文化を認め合
い、地域社会の一員として共に生活することができる環境を形成するため、いちき串木野市多文化共
生推進懇話会（以下「懇話会」という。）を設置する。 

 
（所掌事務） 
第２条 懇話会は、次に掲げる事項を所掌する。 
(１) 地域の国際化及び多文化共生に係る基本的事項に関すること。 
(２) 地域の国際化及び多文化共生に係る情報交換及び連絡調整に関すること。 
(３) 多文化共生推進プランの策定及び事業の推進に関すること。 
(４) その他地域の国際化及び多文化共生の推進に関し必要な事項に関すること。 

 
（組織） 
第３条 懇話会は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 
(１) 国際交流機関 
(２) 市内に住所を有する外国人住民 
(３) 外国人住民を雇用する市内事業所 
(４) 経済・商工団体 
(５) 教育機関 
(６) まちづくり協議会 
(７) 女性団体 
(８) 行政機関 
(９) その他市長が特に認めるもの 

２ 懇話会の委員は、15人以内とする。 
 

（任期） 
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任
期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 
 

（会長及び副会長） 
第５条 懇話会に会長及び副会長を置き、委員の互選により、これを定める。 
２ 会長は、懇話会を代表し、会務を総理する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

 
（会議） 
第６条 懇話会は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 
２ 懇話会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

 
（委員以外の者の出席） 
第７条 会長は、必要があると認めるときは、懇話会に委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明
を聴くことができる。 

 
（庶務） 
第８条 懇話会の庶務は、企画政策課において行う。 

 
（その他） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

 
附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 
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４ いちき串木野市多文化共生推進懇話会委員名簿 

（敬称略、会長・副会長以外は五十音順、令和 4年 2月 4日現在） 

氏  名 役  職  等 

【 会  長  】 

灰 床  義 博 
㈶日越教育・交流協会専務理事 

【 副  会  長】 

早 﨑  達 哉 
いちき串木野市国際交流協会会長 

池 田   智 勇 鹿児島協同食品㈱営業部次長兼総務課長 

井之原  翔 吾 神村学園専修学校日本語学科専任教員 

後 潟   正 実 いちき串木野市立ハローワーク副所長 

大久保  匡 敏 市来商工会理事 

尾 野    悟 プリマハム株式会社鹿児島工場総務課長 

小 原  禎 史  いちき串木野市サリナス市姉妹都市協会理事 

北 山  正 樹 いちき串木野警察署警備課長 

矯   傑 神村学園専修学校日本語学科留学生 

久木山  純 広 いちき串木野市まちづくり連絡協議会会長 

塩 屋 かよ子 いちき串木野市地域女性団体連絡協議会会長 

中 尾  好 伸 ㈱ナカシン冷食代表取締役 

西 薗  修 一 いちき串木野商工会議所副会頭 

 

（注）任期：令和３年 10 月１日～令和５年９月 30 日まで 


